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Systems

システムの開発は社会環境の変化に依存するところが大で

あり,石油危機に端を発した最近の不況はシステム開発のうえ

にも大きく反映し,大規模システムの開発の停滞,社会福祉･

資i偵活用システムの開発の漸増などとなって現われている｡

情事艮処理システムの分野では,金融･流通･行政関係,_脆

びに生産分野などで目覚ましし一発展がみられるが,特に代表

的なものとしては,証券前場情報システムが昭和49年9月に

完成したことである｡東京及び大阪言証券取引所で得られた時

時刻々の株価情報を,全国証券会社店豆引こ情報サービスをし,

投資家に公平な投資機会を与えることを可能にしたものであ

る｡また,日本電信電話公社と共同で開発した地J或気象観測

デ【タ通イ言システムは,全国に設置した無人観測器よりのデ

ータを公衆回線を利用して収集し,オンラインで気象官署に
配信して業務の効率化を図った世界一最初の試みである｡その

他,特許庁の出願審査事務処理,防衛庁におけるオンライン

システム,また,ミニコンピュータHITAClOIIによるオンラ

イン ビリング システムなどの開発がある｡

交通分野では,帝都高速度交通営団に納入した鉄道業務の

遥転管理を含む総合システムや,新幹線用の運転管理システ

ムがある｡後者は,新幹線博多開業に先がけて完成したもの

であり,従来のシステムの機能の拡充,i脆びにより高信頼化

を図ったものである｡物流関係では,自動倉庫関連の開発,

並びに集配輸送システムの開発がある｡後者では,従来の方

式を大幅に改善するコンテナ集配計画手法が適用されている｡

省力生産システムとしては,ブリヂストンタイヤ株式会社

をはじめ多くの会社に生産管理システムを納入する一方,自

社工場に対しても,幾つかの生産管王聖システムを開発し,経

験をふまえた技術の蓄積を行なった｡

環境制御関係では,従来の大妄も汚染公害監視システムに加

えて,上下水道などの公益システムの開発,並びに計画が活

発化している｡これらは,いずれも電子計算機による殻通運

用システムである｡例えば,水資源の有効活用を目的とLた

鹿児島県出水平野農耕用水管理システム,下水処J現場の集中

監視システムの開発などがある｡一一方,実開発に先立って上

水道システムにおける管路綱の圧力制御,流量の管路網I勺及

びダムの取水から配水に至るまでのネットワMク系としての

殻適肖己分枝法などの技術開発を行なった｡

医蝶,教育の分野では,漸次システム化の傾向カゞ現われて

いる｡H立ブル∬プの協力のもとに開発した成人病自動化総

合健診システムは,地域住民の健康管理の徹底を目的とし,

省力化と診断時間の短縮化を図るため,でき得る限りの自動

化を図ったオンライン システムである｡また,教育関係で開

発した学習指導システムは,個別学習指導に電子計算機を代

行させよう とするユニ【クなシステムである｡

6.1･情幸艮処王里

証券市場･情幸艮システムの開発

済 脚

証券情報の情報革命ともいわれる証券市場情報システムが,

昭和49年9月に稼動を開始した｡この種のシステムは,アメ

リカでは約10年前から実用化されてし､るが,我が国では初め

て♂)システムである｡

証券市場帖報システムは,東京証券取引所(束証)と大阪証

券収り【所(大証)のオンライン システムと,それらのシステム

から情報を得て加工し,全国にサービスする(株)市況･ll■1子報セ

ンター(QUICK)システムから構成される｡

東証,大証のシステムは,証券市場帖報システムの中核と

なるシステムであり,取り】所の売買立会場内において時々別

刻発生,変化する株価情事泣(約定値段,呼び値)を,現在の人

-‾Fによる表示から機械化するもので,売買立会場内の各ポス

トに設置されている入力装置から入力し,立会場株価表示装

置,QUICKシステムなどに即時に出力する,オンラインリ

アルタイム処理システムである｡

-･方,QUICKシステムは,両取引所システムから情報を

入手L,更に独自の情報を加えて蓄え,全回の証券会社店頗,

機関投資家などに設置してある約3,200台のクイックビデオ

ディスプレイ装置からの問ナナせに応じる帖報サービス システ

ムである｡また,クイックビデオ ディスプレイ装置は,将来

的6,000台に増加する予定である｡

この証券山場情報システムの稼動により,迅速,且つ正確

な株価表示により,枝資家に公平な投資機会を与えることが

可能になった｡

このシステムの主な特長はi欠のとおりである｡

(1)東証,大証システムの中央処理装置は,それぞれH-8500,

H-8250の改造形を使用し,処理能力と信頼性の向上を図っ

た｡

(2)端末装置は,キー人力装置,クイ･ソクビデオ ディスプレ

イ装置,立会場株価表ホ装置など専用装置を開発し,マン マ

シン インタフエ【スを重視した｡

(3)

し,

証券業務に適した専用オペレーティング システムを開発

オーノヾへツ

東証システム

静

ドの低こ減と操作件の向上を凹った｡

大証システム

48K

BPS

48K BPS BPSX2
1,200BPSX2

1,200

BPSX2

0UICK(東京)システム

注:KEY キー入力装置

DPB 立会場株価表示装置

MCRマークカード読取機

L C 集線装置

VDT

*:

証券市場情報システム概念図

囁

0UICK(大阪)システム

Ⅰクイックビデオディスプレイ装置

富士通株式会社製
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地‡或気象観測データ通信システムの開発

二のシステムは,全国の1も象観測データを迅速,且つ正確

に肥指し,1く象観測業務を効率的に遂行するためのすンライ

ン システムである｡二のシステムは,1t象庁の仏紙を′受けて,

【l本乍引責三`屯請公社がナショナル プロジェクトの-1旨ヱとしてFT

_､二己聖川三巾と共同開発したシステムであり,昭和49年11月1Fl
からサービスを1洞析Lてし-る(つ

(1)システムの技術打J牛山三

仝し朋勺1,300個所に設置されたクワり＼観測器から,日歩加′11Jに1t

象データを収-リ三するシステムは,世界でも初めての試みであ

り,公衆過イ三回綿を利円した人規校テレメータリング方式と､

すンラインによる24峠l叩連続運転を特にとしている｡

(2)ハードウェア純成

二のシステムのハ【トウェアイ満成は,センタ設備とLてJ-

4035JF列市報処碑装置(HITAC8350棚当)を2系統設置L,

デュプレックス システムとLている｡センタと無人観測器と

ばi註満作ラ公衆通信凹線で接続きれ,仝[司の1t象官署とは才こ仁志

通仁言回線(1,200ビlソト/秒,ノ之び200ビ･ノト/秒)で接続さ

れている〔,

(3)ソフトウェア十‾伽乾

このシステムのすンライン刑ソフトウェアは,すべレーテ

ィング システムを中心として.乍川糾也の測器やデ【タ宅内

装吊との接続のためのLリJ線制御プログラム,毎時収一日三したデ

ータを編一艇し,その結米を終1t象官署へl附LぎL､史には押合

をサポートするすンライン〕竺務処理プログラム､ファイル ア

クセスを行なうフ7イル処押プログラム,これらをサボM卜

する業務利子卸プログラムノ之ひ 回子従のため叫;∫㌢吉1_口1子吐プロ

グラムなどでf花成される｡ニのほかにすフライン用ソフトウ

ェアとして,すンライン サボ【ト プログラム,すンライン

関連業務処理プログラムノ之びシステム統計プログラムがある｡
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注二C C U 回線制御装置

+UA/′LUC回線接続装置
MFTRB MF送受信器
A C E 自動呼出装置

C B U 共通制御バッファ

S U P 監視装置

ハードウェア構成区】

50

宅内養雇.宅内装荘

撃⊥､一〕00ご畢
二
ト
〕
0
0
N

絶後収容糞置-

Aろ去‾l.‾ll LU(;′ CBU･-Lし仏

苧Lき車†十I
ccu G8U-

CCU･eCU

ll■ll

糾EM-ePリ
ーMEM-ePU

トーー+き±LJl
喝 換.薬 草

∩し

一
D
P

JJU
=V

nr

･p-

hU

■
一
▲
■
■

爪】

l l

DPC

.1..一J‥
‖
リ

‖U

P

P

爪U

.
.
.

n)

耶･]=U

､

〓Y

､
l
▲
州

u叩

T¢

■トL

(
気
象
管
署
)

(
セ
ン
タ
)

神奈Jtl県自動車税オンラインシステム

神奈川Ll,しの[〕勅中の保有台数は,約100万子iある｡自動申税

に関する課税,収納､中検問納税甜町i与党行などの諸業務が,

手作業のl祉上界を超えるようになり,コンビュMタによるシステ

ム化が行なわれた､-.日動車税は,年1｢h14J=二徴集されるが,

納税j嘘如こ書手がOCR(光′こアニ文乍読収機)満了でプリントされ納

税新に送付される〔.送付された通知詐は,金融機関を緯て1日】

収された緒,OCRかじブコンピュータに読み込まれ,オンラ

イ ン･フ丁イルの消し込みが行なわれる｡

-･九
申検時には必要な納税証町去与が各県税-･拝務所の端末

からすンラインで発行される〔〕もL未納があれば,J端末より

OCR括7二で納付弓葦が=力され,_L記ルートでセンターのコ

ンビュ【タに収納される､､ニのシステムは,多量の収納処理

をOCRを用いて処理するととい二,納税証明詩をオンライ

ンリアルタイムで州力するところにその特徴がある｡

事 務 所

納税証明-H深一

卵税証明
什95-き

襟針纂一-‾ K苧PR

納税証明書

発行

‾‾■L
I耶 ‾瓜､耶丁

奉礎束芸≡彗ぎ書
発行

納付書.

OCR帳票

セ ン タ

朝挽､-′

幣■′､一撃輝き

孝:≠ラてシ
アアイ､肘

納
税
者
-
金
融
枚
蘭

注:VDTビデオデータターミナルKBPRキーボードプリンタRPRレシーブプリンタ

神奈川県自動車税オンラインシステムの概要

防衛庁納めオンライン コントローノレ プログ

ラム(OCP)の開発

ドガ街庁では,部隊の指揮管制に必要な情報の収災,要さ理,

衷示/之び配布を行なうことを目的とLた新たなすンライン シ

ステムを開発した｡H_､2二塑望作所はこのシステムの実現のため

に､OS7/BCAMをイ釘‾日L,OCPの開発を行なった｡

OCPは,側線コントロール,タスク コントロール,1苛二吾

処坪､遵椚処甥姥びりラン処押などオンライン システム特有

の手交雑な処珊を行ない,業務プログラムの作成を容易にする

ものである｡.このOCPは,(1)処f!綿臣力を市祝するオンライン

システムの小でのバーチャル メモリ方式の位置づけと盲古田方

1(の碓二こく,(2)マルチ プロセッサによるオンライン システム

尖j見のための方ノ亡の確_､工,(3)24暗f子-り運転のために考一客すべき

:弔柄に対処するための方式の実現などの最新の技術を駆使し

たものであり,二れにより,人規模オペレーティング シス

テムOS7Fでの,穀紬のすンライン システムをう呂成した｡

紫
務
運
用
処
理

R
∴
M
P
業
務
処
理

”
菓
務
処
理

OCPのプログラム構造

注:BCAM 通信管理プログラム
BMP オンラインバッチプログラム
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全日本空輸株式会社フライト プラン システム

令口本?:三輪株J･㌧全社では,フライト プラン(梢行′実施計

F呵)菜摘ク‾)機不戒化に成.功L,昭不‖49年4J‾】｢より逆用に入った.′)

このシステムは,H-9908ビデオ デ【タ クーーーミ十ル,H-9613

ラインプリンタ伎びT-101ビデオライタをJ端末装置とし,口1

央のHITAC 8500と結んだオンライン リアルタイム システ

ムであるし+

従来からj世航管群部門では,航アニウ機をご左仝､むl吼 且つ快

適に飛行させるため下作業で1t範帖韓を収集,分析し,二の

怖鞭をノーい二鵬行詰十l山に咋を作成L,衆務とiに対Lて必安十朋托の

掟供を行な/ノていたr,こグ)システムは,二れらを機才城化Lた

ものであり以下のサブ システムかノ〕構成されているっ

(1)1i駁†花車拉サブ システム

従水,テレタイプで〃丈築していた路純1-t範十朋臣を,′屯J′･ト汁

算機を他用Lて一一ノ山勺に収一災L,仝田35空粘の端末装-こ琵で,

即時に卿仝できるようにしたもので,

(a)終柏乞i敏データの収妓･編集の迅速化

(b)特別1も教書規i別の取得

などの効果を得た(,

(2)飛行1汁砂i芋‡作成サブ システム

代行古｢画1t宇(所零時間,必要燃料左L 項品など)をノi一己J′一六十

許機で狩川し､その結果を即時に逆紙背理荷などへ伝達する

システムであり,

(a)所一焚咋!札 燃料量の.汁算結一米のj｢碓化

(b).汁如黙作成の迅速化と変幻に什うホf女作業の解消

などに大きな効果を子ミ主たし.,

特言午庁出原票審査事務処玉里及び審査資料検索シ

ステムの開発

特許rj‥ではLl榊【J49午3‖にHITAC 8700をや入L,従来の

川晰市布-Lfi楷処雌ノ之び解_ナ巨額料検坊主ツ主務に-イデi;オンラインリ

アルタイム処群をノJl_lえた新システムを閥ヲ芭Lた亡.これは,/卜

後,柑.汁け行止立付テ報システムへと船人きれるLつ

このシステムは,次の_二つの閑雅口標をづ三瑚∴㌻ることである√)

(1)大岩チータを取り拭った川棚春本〕=ji楕処胡1の改善

(2)宵塵資料検索の;迅速化

二のために,大木壬占二の架川ディスクを,Hl婚マスタ放びご穴

料検索マスタのフー7･イルとし､Jll願市花車碓処禅と解禿で沖卜

検☆主をオンラインリアルタイムにJj三行可能とした‥

二のシステムの機昔三き構成上の特徴は次のとおりである.､

(1)上-い央演算処坪装置:H一節00 1f†(メモリ 0.5MIi〕

(2)集｢tけ､､ィ スク装E芹:H-858910子=20スピンドル)

(3)端‡末楽市:H-9182 1子i(4端末),H一-951510子i

照会

H-9柑2

H-9515

照会

各種帳票 一一一′

′._1●■◆

H-8589ファイル

特許庁業務処理システム概略図

査
資
料
検
索
､
ゾ

資料検索

¢
鰍
ん

H--9182

ドコピー

什･9515

＼
検蒜ぢ貢ト

HITAClOlIマノレチ ビリング システム

プ泣近､ -仰I叶の一叶掛一昨で非常に多子ーi主の仁三悪発行を必要とす

る場で㌻,多数千丁グ〕どリン グ平川機を設;群する代わりに,1子i

グ)中央処坤装置で柁数六グ)仁ミ票す己行榊タイプライタを;別御す

るマルチ ピリ ンブ システムの一要求がJl畑IJLてきたr,これは,

システムをより絶i卿1小二純成し子さfるとともに,データの駐中

処理を可一指にさせるノ1i二で人きな泉至i汚的利一tlくがあるソ ニのシス

テムは,HITAClOIIを11-I央処坪装置とLたシステムで,上

記の要求にこたえるとともにイJ三席更新,JL糾L二‖r11線を介しての

人汁一絹王手一門止や,終仁て票グ)ンヤーナル作J戊をリアルタイムに子二f

なう ことを可能にLたものである｡また終タイプライタの仁七

票ヲ己行データほす滋乞もテーープに築11ii亡錦されるので,l一報など

のレポーートを作成Lたり,ノこ形乍‾EJ'-.汁算機に人力して子安処理

を行なうことか谷払であるし)ニグ)システムの特土主は,どリン

グの終業楷を前も一+てサブルーー｢チン化された単位作業の組†ナ

せとしてとJJえ,その組イナせ係数をテmブルr仙ニリーえること

一骨

嘘
､濾+

により,7亡の業務

に対応Lたプログ

ラム動作を三夫行す

撃､～曇三喜書写革羞(≡
琴 への仕様提示が簡

素化され,仕様変

･曳こ
Yく

‾変にい忘じやすく

卜=TAC10Ilマルチ ビリング システム なっている｡

6.2 交通･物i充

帝都高速度交通営団向け

鉄道業務総合システム

和郎11■Ji漣J聖女J止′汀川では,草ジミ迫､ち与稚Ⅰ二1軌化の総†ナ的り三城.に

不榊古川1Jに収り組んでいる【｡そグ〕-･J二琵琶とLてトト∴尊公作J叶は,117て

f【148一句二2†J,綬ノノ菜摘の札的化を[川くJとLたう‾に/一汁待機シス

テムHITAC 8350(96KB)システムを納入,.睨在順.粥に柘;軌

小である〕′㌻州,如にり刑1_149年10月に一礼紫Lた有架珊+▲線l｢りけ

♂)列中)逆行腎雌システムとLて丁別御川`iにJ′一i汁節機HIDIC350

(′32K語)♂)∴‾窮系システムとフ7クシミリ システム(送イ‾.子機

2丁こ｢,√壬イ∴機267∠= とを納人Lた._,これに引き続き,HIDIC

350による`i㍍ブパ1こ雌システムを′呪/1二こ聖･望作小である.ニノこれノノ終シ

乙テムは､総√州(J【ノ】刺化♂〕媒本となるシステムであり,ノト繰

出に機能のIr-+_卜拡允と,システムl王ち]の有機r】t梯Jfでナをl文1リ､よ

りその効米をヲ己抑きせることが期待される(=ノ
P･32 オンライン制御用の系切替え高信頼化二重系電子計算機システム

P･74 帝都高速度交通営団有楽町線納め運行管理システムを完成

滋茸
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帝都高速度交通営団有楽町線桜田門中央指令室
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博多対応新幹線運転管王里システム
"coMTRAC”

匡ほ失新幹線は博多延長に伴い,総営業キロ数は1,000klnに延

長され,また列車逆転凶数の増大から,中央指令所の設備も

博多対応に拡先主され,rti川引二列車群管理と指令手配伝達の自

動化,並びに車両の有て功利鞘を達成するため,博多開業に先

がけて役†ナ電子計算粍システムによる選一転管押システムを完

成した｡Computer Aided Traffic ControISystem(COM-

TRAC)は昭和47f†二間山間業時に1弓･機を完成しており,/卜Lロ1

表に示すように機能を-一一段と拡充Lたもので,鉄道における

情報管理システムと列iF逆行管理システムの多くの分野をカ

バ∽する技術を確_､工した｡

ニのシステムは次の -▲つの電二｢上汁算機システムで偶成して

いる｡

(1)実施計L由j･運転更さぞ旦システム

HITAC 8450を2子丁と,j雀転蝶理の十な人山力機器である

CRT(ブラウン管)グラフィ ック ディスプレイ装置(H-8822)

3fTとから構成されている｡7日分の列巾ダイヤを管押する

とともに,･一如l+i連川のⅠ_′】動1別当,並びに関係現場へのオンラ

イン情報†ム達が主な機能である｡

(2)進路制御システム

r別寺卸用電‾f一言十号亨:機HIDIC700を3子iと､オンライン指令手

配の主な人出ブJ機岩旨であるカラーC RTディ スプレイ装置

(H-7834)8千丁から構成されている｡列中速転に拍二結し高性

のイi言射l性が要求されると】iij

時に,似守･保全性の向上

のため_二重化3子i系システ

ムイ溝成､並びにソフトウェ

アのフォールバック機能な

どの新たな托称J開発を行な

った｡

博多対応新幹線指令室

H11‾AC 8450システム

"COMTRAC''の機能一覧

HIDIC 700システム

システム名 項 目 機 能

計 画

システム

列車計画 了日分の実施列車計画を整理作成

車両運用計画弓3日分の車両割当計画の自動作成

計画伝達 車両割当表のオンライン伝達

指 令

システム

列車整‡里

】.グラフィック ディスプレイによる予想ダイ

ヤ,予言則ダイヤの自動作成と表示

2.キャラクタディスプレイによる運転指令手配

車両運用整理已車両割当計画の修正案自動作成

情幸艮イ云達 指令手配,遅延情報の現場オンライン伝達

進路制御■進路制御

システム

進路設定の自動化

lCRTによる簡易運転監視と列車整理

旅客誘導案内 各駅の案内掲示及び案内放送の制御情報出力
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′ヾラトラン システム試葛洗車両の完成

大別心における交旭の行き詰まりを打開し､またニュータ

ウン,二′た港などの析Lい交通需要に応ずるものとして期待さ

れている析交j上白システムの一 一つとして､口立製作所は東急車

中肘空･望j立体式会社と共l古Jでパラトラン システムの開発を行な/ノ

ているが∴朋奏中沖jノ之び試験線が1こ成し,各椎試験を1ヒ了L,

りミプロジュク ト安･望作への見⊥地しを得た｡

-さ∫し練糸岬L迫は約100m,ゴムタイヤ中仙1仙‖ニ,二三相交流集

■‾に,析形サイリスタt､ンニ付利御‾方式の制御装置を搭磯し,地_卜

′＼■ターン‾方式による仝1_′】勧進転を行なっている｡

なお,ジミプロジェクトにおいては,硯右三Il本間イf鉄道をは

しタり公′汁･1 々と実績を柑つつある,1電子計汗機

ノ之び油†‾∴`1しこJ'一柁術を応川した,】′t動運転,運行管坪などを中

心とLた トータル システムによって逆鞘作手里される｡

泌 ′か

､
鮎

‥ミ:雫♪
≦く乃罠

転′

駕1′…奪′
′;発ごてごくミヤ

表§､′こ′…′薫…

求,ヨ

ノ(ラトラン システム

の試験車両及び試験

線

都市内集配車爵送の配車管王里方式

円己j萱と集荷とを同時に行なうトラック輸送の配車管理シス

テムを開発Lた｡この輸送形態の一 一つであるコンテナによる

トラックと鉄道の褐合一一貫輸送は,列車により輸送されたコ

ンテナを一枯地から荷主へ配達し,列車で輸送するコンテナを

荷主から苑地へ集荷する輸送形態である｡開発した配車管理

システムをこのど氾車管理問題に適用し,次の効果を確かめた｡

(1)話十両の作成,変更が5分以内(従来の約力石に触縮)にでき,

斗人さ兄変化に迅速に対処することができる｡

(2)校数基地のトラック群を一元的に配車管理できる｡

(3)従来の人手による配車管至削二比べ,トラック缶数を約1

詰り什ヒ減できる(..

従米,この椎のシステムでは､配達だけを行なう配車管理

であるため､集荷と配達を向時に行なう輸送形態には適用で

きないくつ このシステムは,集荷克と配達先の組で卜せi央定とト

ラック作業の決三石とで構成されてし､る｡このシステムのシス

テム技法としては､要さ数型線形計画法の▲･つである三別当問題,

配達先
□

集荷先

,テナふ/基地 基地m

ヾ｡._.一/
トラックによるコンテナ輸送形態

スケジュール制御の技法が

用いられてし､る｡なお,開

発したコンテナ集配計画手

法は,COSMICS(Compu【

ter Scheduled and Mムn-

machineInterface Con卜

ainer System)としてフロロ

グラム化されている｡
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自社コニ場向け自動倉庫の完成

U立似作所自社工場に,部品用日動倉樺が1こ成した｡

この自動倉庫は,自社工場における物流システムの小心的

な役割りを果たす設備で,購人部品放び一部の内作械械部■F7-

を,卜梢･の業務において組立単位に集約を行なう組鮒製綿巨を

もたせた倉嘩である｡.

棚やパレ･ソト内♂〕瓜1;t-1山1山グ)て1て二J牝スタ､ソカクレーン,人･

‖=市子川t,/ヾケソト コンベヤは,制御川′･にj′･.汁汀慌HIDIC

350によって,オンライン制御を行なうとともに,卜†〕ンニグ)屯J′･

‖l一節機.とオフラインで紙√干し,托′㍍一に対するバ､ソクア‥ノブや,
祁屯の特例処現に対Lても対応できる刹ik什のあるシステム

となっているこつ

主な什恍を二大に述べる(｡

(1)桁椚パレ､ソト数:5,280

パレ､ソト(80×11×6)

(2)荷役.設伯

レーーン(3j.ヒ),

小,/ベケット

スタ ‥′カク

人･州峰子i

コン/ヾ1‾Iト

J()

(3)制御:`.‾にJ′-‖卜汀機制御

自動倉庫庫内及びスタッカ

クレーン

済

自動倉庫用スタッカ クレーン及び仕分制御

装置

スタ､ソカ クレーンの遠隔制御には,制御ケーーブルが必要であ

るが,ケーブル†云送の欠瓜を皆無とするためう丘磁結でナ式†言号仏

送(HICALEC)による制御を才采川【ノた(､二れはクレ∽ンの走行

距離全般に地.トコイルを設置し,移上靴休がどの位置にあっても

連続して送′受仁言できるものであるが,/ト回J札l.1上のみでクレーーン

と地上との信号授′壬を行なうSet Point Control(S PC)制

御を採用したクレーン制御装置と,各種格納占7-を品梓ごとに連

続して仕分けるコンベヤ仕分f別子卸装置とを自社コニ士射二納人L,

現在順調に柘主物｢いである｡主な持氏は次のとおりであるr)

(1)原点のみに如い地トコイルを設置しているのでユニー`it雪空が

安価で,走イ+二距維が占い場†ナ有利である｡

(2)機_1二からは動作完了イ‾こ言号のみf∠二道し,無変調の搬送波を

使用しているので伝送装置が安価である､つ

(3)仕分制御装置はMedium ScaleIntegration(MSI)を使

用し,汎用性のある凶路梢成としてし､るため,終椎什分装置

に適川できる｡,

貞盛

㌢苧

汐t

スタッカクレーン制御用"川CALEC”盤(右)及びコンベヤ仕分け
設定盤(左)

木材チップ積卸し用プラント制御装置

ソビエトの公団へ,木村チップ用プラント制御装置を輸出

した.二,二の装置は,ソビエト田内で生産された木材チップを,

輸出港に集積,あるいは船積みするもので,チップの貨車卸

L装置,ベルトコンペヤ,リクレーマ,凪送川ブロワ,風送

片Jスタッカ,船積み用シップ ローダなどから成るプラントの

制御装置である｡つ こグ)主な特長は,

(1)コンベヤ設備と風速設備を組み†ナわせた人谷韻輸送装置

を中央制御1iから拭作,及び監視ができる｡

(2)2系統の輸送ラインを各別々に制御し,プラント内の
‾

跳ク)機器が故障しても,中央制御1ミからの輸送ルrトの恋如

により逆転を継続できる`ノー〔艮システムが考慮されているlr

などである‥

プラント制御用中央

監視盤

6.3 省力生産

ブリヂストンタイヤ株式会社横浜工場向け

インタラクティブ生産情報管王里システムの完成

このシステムは,オ【ダ仕様を塑望造化様に朕閲し,納期と

f一斗荷バランスを巧一慮した作業計L叫を立案し,作業指ホを発行

する過程において,マン マシンク)インタラクションを行ない,

生産怖幸l昭二理の述首を1判るものである〔-,データベ‾ス モジュ

ーール(BS-FAM)は,生産推称∴
生産工不法i缶二亡具,購うと,布

唾などの情報を有機的に結で干させ,･一九的に管理する′〕イン

タラクション コントロール モジュール(BS-ACM)は,オペ

レーティング システムの辿仁言制御プログラム及びトランザク

ション マネージメント システム(TMS-2)を介して,端末

のキャラクタ デイスフ‾■レイを制御し,′七産諸九情報の検索や

公新などのインタラクティブな過稚を管理する｡

コントロールプログラム
EDOS

データベース

キャラクタディスプレイ

⊂〕
標準

通信制御

プログラム

MCP

TMS-.2

BS一兵8M
兼務処理

プログラム

インタラクティブシステムのプログラム構成

BS-
FAM

産技術情報

産工程情報

治工具情報

購買情報

在庫情報

53
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HIDIC 500によるタービン ブレードエ場

統合生産システム

蒸気タービンのブレードは,個別受注生産のなかでは比較

的同一形状で数量も100～400個とまとまって製作されるが,

形状か複雑で高い精度が要求される｡従来も機械加工の自動

化を推進し,一般機に比べ2培近い効率を発揮していたが,

より大幅な尉酎氏減と生耗節理効率の抜本的改善を実現する

ために,怖幸糾文集管理のりアルタイム化,進搬業務のでナ理化

など生産システムとLてのオ【パオールな改革が必要となり,

制御用電子計算機の導入が行なわれた｡

現場に設置された設定盤により加工完了員数,作業中断な

どの情報がタイムリーに人力される｡また"HIMICS''で立て

られた大日程計画をHIDIC500で中･小日程レベルまで落と

して,現場に設置したブラウン管ディスプレイにより,生産

準備作業から作業の自動割付けの指ホを行なう｡更に材料の

運搬にはホイパーサ(無人運搬車の日立製作所商品名)に対し

格動先を指ホする｡

二のほか,′i‾は/一.汁算

機により数付利御(NC)

工作機不戒を直才妾制御す

るが,この加_‾‾lニデータ

は,別置の人形う盲丁一計

貨機で行ない,オフラ

インながら設請十から製

造圭で技術†計鞭が一帯

して)売れるようにした.二つ

`-HIM】eSl■用 瀬術計軍用

犬形計算センターH汀AC8500 lBM-370

→｢
ライン
プリンタ

カード
リーグ

毯気

車重
ーーー｢-←破気

テープ
ノ

C500

32K譜)く
現場

よ昆テープパンチ / l
直嬢邦み式 プロセス

撃芸1--ギ＼
NC

T此1魚心≡ ホイパーサ 語つ
エ作模様

ホイパ‾サ 設定境

電子計算機システム構成図

⊃ンソ【ル

入出力蒼茫

亀気
ドラム

1.536K言責

妄ヲ克写〔モニタ剛

フラウン菅 乃ウン曹
ディスプレイ ディスプレイ

治工具室 段取チーム

機械工場における生産管理システム

日立製作所の制御器製作担当二1二場に,制御用計第機HIDIC

350を中人し,多柾少量壬生踵の機械工場における生耗管理シ

ステムを完成した｡二のシステムの機能は,大別して_l二村管

理帖報の把掘と作業日手【結†･画表の作成とに分けられる｡

生産現場の要仰二電J′一計算機と直結した設定悠を配置し,

作業実績をオンラインで頼接人力し,常に泣所の工柁状況の

把手七三が行なえる｡また,作業日柁作成に当たっては,作業量

の‾､l‾ま滑化,段取り時間の削絶 間-一一作業のグルーピング化を

名▲慰し,工場内における掛違部品の｢1]洞･な進行を目的とLた

スケジュ】リングを行なっている〔〕ニのシステムの偉人によ

り次のような効果が得られた｡

(1)間接員の大幅な削減(20%),(2)工柁の鰯柄(17%),

(3)機械の有効利月=宗効率向-L二)による子i数削減(26%),

(4)不良発生,作業収消しに対し,迅速処群が叶能｡

H旧IC350

当過 当遇
予定 完成

作者別進度

｢函南-

リクエスト

1オンライン1オンライン
当日尭成工程 材料部品入庫

生産管理システム概念図
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外注手配

冶三弼

イークリ-

組立コニ程設計プログラム"CADAP”

現在,多くの製造業における組立作業は,機械加工に比べ

てLl勧化か過れており,人f削二よる作業が中心になっている｡

そこで組立工程設計の主眼は,｢作業抑二村して,いかに効率

的な生産が可能な作業分配をするか+に置かれる｡いCADAP''

は,電了一計昇機の迅速な処理能力を利周して,作業性が良く

ni洪者の遊〃び寺問の少ない工程編成を得るために開発された｡

二の7つログラムは,人間のアイディアをグループ化という形で

盛り込んだ人力データから,設計結米を評価Lやすい形で出

ソJする｡その主なこ持一上主は次のとおりである｡

(1)サイクル時｢i-りか作某布教のどちらかを指定して,ライン バ

ランシングを行なう｡(2)機械やi子丁工具の有効利用やむだ動作

の排除などの各稚の評価損目を巧▲寝できる｡(3)作業者の能力

を巧一慮して負荷できる｡(4)FORTRAN-Nで子守かれ,すべて

インコア処理で100KB以_1二り電子計算機で他用可能である｡

(5)作業として最大500まで人力でき,100以内であれば1分前

後で出力が得られる｡

製品設計 生産計画′

▲ ■竺

"CADAP”の入出力情報

還元一ミレット総括制御装置

日本鋼管株式会社福山製鉄所還元ペレット工場は,直接還

元法による製鉄工場であるため,プラントの稼動結果に基づ

く運転方式の変更にも耐えられる,フレキシビリティに富む

プログラマブル,ロジック,コントロmラ"HISEC''を制御装

置の中核としてシステムを構成した｡

このシステムは,-`HISEC”3セ､ソト,プログラムメモリ

12K語,人九蕉数2,816点,出力点数1,024点を中心に,グラ

フイソク盤,操作卓,コントロ【ルセンタなどより構成され,

コンベヤの連動逆転 ダンパによる系統選択,ホッパレベル
によるコンベヤの自動逆転を行なっている｡

-`HISEC'Iは制御のイ言相性を向上させるため,次の機能をも

たせている｡

(1)パリティチェック……メモリ故障検出

(2)自動電圧調整装置故障=‥･･電線断の検山

(3)watch dogtimer‥…･プログラム歩進機能喪尖の検出

(4)チェックプログラム…演算機能喪失検出

二のシステムの特長は次のとおりである｡

(1)補助継電器削減による納期の短縮｡

(2)デバッグ時のロジック変更が容易｡

(3)運転方式の変更が容易｡

(4)外部配線の接続先が集約でき,多心化が可能となり,工

事が簡易｡

(5)集約化により製品一言頼性が大幅に向上する｡
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高炉専用空気分離装置｢TO-プラント+の

自動イヒ

空;‾も分離装置｢TO-プラント+は,鉄鋼関係の恨素謡言要の脚

人に伴い人形化し,‾史にi:■紬iの根素1†ユゴ化により,逆転操作簡

易化及び告力化が要求されるようにな/ンてきたr〕

今回,川崎製鉄株J〔会社水島製鉄所に納入した,47,000

Nm3/h高炉専用空1(分離装置｢TO-プラント+に,次の自動

化を採用した｡

(1)プラントの起動,停1【二の｢′1車力化

(2)プラント内一枚岩旨抑i_仁ヒの臼J助化

プラントの起蔚わ,停_l卜の日動化の概要は,同のとおりである｡

この日動化は,次の三拝上主をもっている｡

(1)汎用の⊥業i汁器を仙′口L,経析的であるr+

(2)汎用品の組みナナせのため,保守,山検が寄島である｡

硯心三好調に営業逆転Lており,高炉用だけでなく,大形の

｢TO-プラント+に,今後とも適用されるものである｡
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注:プログラム制御用として,汎用のプログラム設定器及びカスケード用

調節計を使用Lているり
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6.4 環境制笹口

上水i菖システムにおける最適圧力制御方式の

開発

高性経1月成上壬から安1よ維†角成上主へと経析政策の転操が川ら

れるにつれ,上水道などの公ふ盲システムの開発.汁何がi活発化

Lている｡上水道における圧力7別御は,水濡贋の変化にん仁じ

て,管路網内のポンプ圧三九 弁開性を適切に制御し,管格納

内の水1土分‾布を過j仁に維持するための制御であり,流最の管

i格網l勺克之過爪ユ分と並んで重安な制御の-一一つであるし_,

今帆 管路綱内各点での圧力を規定値内にこ汁締恍制御を行

なう実用的な臼+ンニ製作所独自の次の2方⊥亡を開発した｡

(1)人規模,複雑な管路網を綾数個の/トブロックに分割L,

各プロ･ソクの壬1立通化とブロック間協調を介Lて仝体の姑過化

を図るオフラインのマルチ レベルJ浸過圧力制御プア式

(2)管路綱各点の斥力規延他と実測値の誤弟を,感度解析の

手さ去を適用してオンラインで帽正する適応圧力制御方式

_L記(1)は翌日24時間帯のポンプ圧力指令胤
弁開度指令値

を水需要予測値を使用して前f‾†にオフライン的に淡;宣する述

川計戸-1であり,(2)は三11【寸,柱力監視点での斥力が輿ノ子糾二仲川試

した場fナ,オフラインで計算Lたプ拉過ポンプ圧,弁開性を過

怠オンラインで佗正する一読理である｡

り三際の水道系統を例にとり､これら方+キをシミュレートし

たところ,常時±0.5ちく圧の誤差範世=勺に圧力を維持叶能であ

り,従来の八手による手法に比較して,はるかに田の出し棚1

御が可能であることが明ノ〕かとなった._)

上水道システム制笹p技法

広域にわたって分布Lている_L水道諸設備よりの怖報を駐

小管理し,水う守源及び.i符設備の‾姑過越川を行なう上水道総でナ

システムが柱【1きれて才jリ,このシステムに他用される幾つ

かの克之過;別制技法､及び一子1別技法を開発した.､

卜水道総†ナシステムは,ダム,1｢丈水士担からP妃水油,肘水管

網に至る綾雉なネットワーク糸を集中制御するものであI),

必二安な技法はダム,取水脾などの越Iljに用いられる河川流r!1

千測,取水かご〕配水に‾うそる水のi允主副忙分に開いるJl左通i竹山ナ.汁

何故び管綱系において末端b三力を規左内に抑えるための拉過

背約別称りなどである｡11‾Fに終技i去について述べる.､

沖†川流山一千測は､水蜜順の利用占十沖iを行なう場†ナ必要乙･技

法で,.呪†一三幾つかグ)モデルが存f【三するがオンライン制御作と

子i則相性l｢り卜の観′･まかJ),不‖開通応順二iI二法による予測柁法を

締､ンニLた｡.二のモデルは,千i別Il-､ト∴(のl;糾軒を辻だけでなくj坦+こ

の降雨の呈jをう予三上三を才一慮Lたこと,ナi刈誤差に対する適応帽正を

行なう ことに牛‡上主がある､.

また,二のモデルは
-I掛こi如､1三だけでなく土主期にわたる千州

を行なうたれ 壬壬期降山千恕の入力によりダム貯水ち圭子測と

放i･丸汁i和決フ上を行なうことができる｡

姑過配分】汁抑は,水資源の拉過逆用を行なうための卜水追

給ナナシステムにおける根幹的技法であり,__r二水j凸システムを

ノードしヒブランチから成る輸送系ネットワーク間過とLてと

らえ､水のi充‾F巡れをぢ●膚､L,必要な水二島主をいつ,どのよう

に配分するかを決フこする壬†之j喧技法である｡

;別御=ブJはエー丈水二Fl主や送水_‡;と,浄水呈や配水左i二,糾!`j-‥水i也や

配水池の貯水壬占二であり,設備了把力やその時山での逆転粂什な

どにfナ致した拍過仙(例えば!‾17水油水位克と大)である｡

1々=二郎水1江たヨドりけにi汁貸された原水批分.汁i叫の結果をホす

統帥の郎で､㌢卜, 一部地域のある帖間借についてのみ示した｡

姑過管網制御は,柚雉な管銅系Cり克之適任カウ川ナモデル(キ_1二細

終･場所の圧力を上‾卜1災庄プJ規与古内に寸1■けえるため,管納内のポ

ンプ,弁の拉過伯を.汁許し,_l-1.つ圧力分イけを.汁_許する)とオン

ライン制御モデルけl標庄プJと尖口三力との佃差により管舶内の

ポンプ,介の制御指くナを.汁貸する)かノブ付旨成され,人規純な節

約系も幾つかのプロ･ソク分パりとブロック間♪油墟手法により,

オンライン一汁男二に過用することができる｡

11_ト.の終技法は,_卜水道総†ナシステムの効果的逆用に必懲

なJi‡本作Jソフトウェアであり,/㌻綬の総†㌻システム充止壬に1守

与できるものと/そえる｡ゝ

l小河内ダム

小作(
21_284

2ト076

羽村(

2.0

責任放流

拝島1.2

14

,49】

:3･586

///戊;諾場山口貯水池 注

(e)

f

a 流下遅れなし送水量(m3]
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(2,11邑0)

2,3029

村山上

3-843

(略)

(略)

什7花0)

1J14.3

7,792.0)

臥7g6_0

村山下

貯水池

(略)
b 流下遅れ有送水量(m3.′一ノs)

c 有受水量(m‥ソs)

d 浄水場負荷(m3/′′s)

e 初 期 値(km3)

f 現在貯水量(km3)

最適配分計画結果の例
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千言同県笹P笠川終末処玉里場糸内め

最新下水道制笹口装置の完成

鮎川句県御三笠川流域小町の1_モ処雅人【_ほ5‾け人を対駁に,い川i

何部に終末処抑揚か蛙設されているL_､ここに去之新の‾卜水道r糾

御装音罠一式が赤内入され,終末処J埋場の駐中監こ視制御システム

のパターンを確_ウニLた｡二のシステムは次のような特徴をも

つている｡

(1)HIDIC350システムは,カラーディスフレイ しCRT)

2子‡を抹柑してプロセスの細部を,--･‾方,処雌場全体の監視

と電イ一計算機システム バックアップとして.モザイク式監こ視

磐が設けられ､マン マシン プロセス インタフェースを稚‾I土

Lた〔､

(2)f‾榊昌抜取,‾卜水機械グ)自助逆転にFREELOGを大仙にけ丈

り人れて丁別御の多桃件にJ応じているrノ

(3)溶存酸素計,濃度計,恨化還ノ亡′iに仇汁,pH∫汁､及び屯中

性計などの水官了計による水乍了の辿続測うE監視と,次指隅の水

門制御に備えている(托:FREELOG=シーケンス コント

ローラ)｡

中央監視盤

脈.′…∴′賢芯;車′′

薪戸重奏響三……′}芸顎
撃≧;′三各‥貰…義､
′ぷ良 `′; 已′臼ご滅
∋払く

鹿児島県出水平野･潅i既用水管王里システム

濯1慨用水の送配水系は,河川～ダム～頗汀/I二～用水路～ポ

ンプ場～ファームポンド～配水岸各～水けぃ畑地へと似推に辿

結したネットワークであるL,/トL口L 水資源の有効楢川を口的

に壌小監視制御システムをノレ川堤政局･=水叩野r虎児Jごい具)

の僻漑用水(3,200ha)用に納入Lた｡ニグ)システムは,遠方監視

■l刈御装置とオンライン袋中管理用1立J′･,汁算機(HIDIC350)な

どから成り,主な桔士主は二大のとおりである｡二､

を【司るため,ネ‥ノトワーク･モ

デルによる連用引･画(LP)の指瀾｡(2)沖J川流.111遥を子洲する

ため,水量予測のや入｡(3)広域集中監視に当りマン マシン

コミュニケーションの効率化をlズlるため,プロセスカラーデ

イ 不プレイの利絹｡

図はi鷲漑用水水系の全体監視ブラウン管(CRT)担j融例

である｡

潅漑用水全体システ

ム系統のCRT表示例
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6.5 ユーティリティ

匡l際電信電言舌株式会社糸内め

国際通信センターピノレ中央監視制御装置の完成

糾イ‾;}手刷即ノL､に建設された[二l引祭辿イi言センタ】ビルは,地上164

mで32附碓の走結石屑ビルであるしノ ニのビル内にはビルの機能

維持に必安な′三愛電設備､非浦川自′衷発屯設イ乱?:?i渦待f生設

純などの`■註1偵設備,瑞j竜関係設伯,及び1;方災関係設備などが

多数Ⅰ三貨けJ〕れている.‥ これらの設備を能率よく効果的に監朔.

子別倒Lてぃ汁主三省`及び設備の安全を阿り抑時に彷力化二脆びに箭

エネルギーを行なうものとして利子卸用1電十占｢芹機システムを

川いた超il'ごiJポピルl-い失望こ視r別御装置を完成Lた､〕

ニグ)ち⊆呈rこ視f別子卸装置のシステム構成ほぃ司に示すように,HIDIC

350こ別緑川jてに十i汁算機システム(∴壷系),バックアップ用監視

至芸,拙作盤,納肋継電器憑芸ノ女びりモートステmションより成

るL一 二れJJを補いてブラウン管(CRT)カラ【ディ スプレイや

アラーム フしリ ンタ,ロギング プリンタによる一人監手見を行

なし､,1≠.‾言‾要i一己力制御,無効1電力制御,停電時の発電機制御な

どのi=にノJ‡対係制御,スケンュ【ル発停,冷i束機などの熱源機

器拉過利他J,終椎ポンプ子i致制御などの空調関係制御及び【妨

ジミ排雉モニタ,スプリンクラモニタ,ハロゲン ガス制御など

の仙災I災i係モニタを行なっている｡

制御対範は数｢点に及び,人力される情報を効果的に止確

に取りj_生ふが‖j▲能であ一ンて二大の特にが特筆される｡

(1)〒止水は′乏変乍に,?た調,防災など用途別に多数の装置と人

上まが円上置されf別御を行なってきたが､このシステムによりこ

れらを総で㌻Lた監手朋棚卸の全日垂む化がj皇成きれた.⊃

(2)甜空の公共性をもつ超高層ビル糊として二重系の制御糊

ノILこ十.汁貸機を川し､ることにより音別御のイi吉相怖が向_卜した｡

(3)吊ノJ化,吊､エネルギー化,ノ女び制御装置のコンパクト化

がj土成された､.

(4)バックアリア ンステムを完備することにより万一電J′一計

節機が仲l卜Lても制締り機能に支障のなし､ようにLた｡

(5)巾央とJ九暢の問にりモ【トステーションを設けることに

より必要な制御ケ【
悪習 琵禦 責苛 顎 醸?

T甥
ブルの本数,及びサ

イ ズを炊ぎ成させた｡

中央監視制御装置(受変電,空調衛生)

操 作 盤 受警誓言､窟盤造詣品濃
+r l r-+

補助リレー盤

リモートステーション リモ…トステーション

I l
電力関係設備 空調衛生設備

中央監視制御装置のシステム構成

防 災 設備
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6.6 医療･教育

対成人病自動イヒ総合健診システム

二のシステムは,巨ニトンニ総†ナ柄院のHitachiMedicalSystem

Auto-Mation Planning(HIMESAP).言‾tl叫の ▲つのサブシス

テムとして,l-トニりテイカル グル【プ川_､ソニ肘竹叶本什什1主

1ミ､Lトンニ紀州l郁完,コンピュータ節 二･Jil竺札‖卜洲旨詩■1t栄行抗

体⊥じ仝什【トンニメディコ ル｢′二′心‾J′イ1ミ⊥じ会社)の協力のもとに

完成したシステムである｡)

ニグ)システムは,

(1)従某氏 その′家族ノ之び地域仕1亡の他J二郎1二二叩の徹晦

(2)臼_､∴メディカル グループの総プJを緋り三lノたモデル シス

テムのうこb丈

(3)化L率の拓い 仙加h三,心臓柄,ガン,肝臓柄ノ之び楯状

納で代表される成人柄の1‾一寸一期ヲ己比

をrJr■l勺とし､㌢｢力化と.;今断帖州の如縦化のために,できるか

ぎ書)【′-t刺化された検村幾音詩やシステムニ｢一､み1勺なぢ▲えノJを呼人

して1加丈したI′け山化総†ナ侭臥‡臼今断システムである｡このシス

テムは,_lr11_液,†虹 媒,胸部Ⅹ練,F柑三Ⅹ線,心′一山､乱 心J∫1ニ

Ⅰ･礼Ir【1_仔,け礼子今,1他力,枇力,身体,肺慌能ノ之びアー1:絹即日誇

断輪作を,わずか31i引川で行なうものである(｡′三治月‾は,横

付結果をもとに,抵帥の巾卜接をそけ他横紙態の碓認と/卜筏の

′卜抗指ヰを′壬けることができる〔つ このシステムは,バ‥ノブ▼j'

機能をもつデー一夕収ソニシステムにHITAClOllを川い,デー

タ処+二】lととLて｢1=ノ亡処J二り1システムにHITAC8150を叩いたミニ

コンピュータと小什壬′;に†-,汁待機との組子ナせによるすンライン

システムである｡医l帥の判;王を必要としなし､横瀬は,すべて

】′1勅化検す巨装;F壬を仙川L,デー一夕1柁り三システムへ1二l三助入力と

し,医仰の判定を必要とするノ陳禿は,判定に近い一夫ホをJl=､

人ノJのできるヤ川の上端末恍を開発し,データ収リミシステムと

Ir】二様に接続して医仰の判:右筏検_メモ1ミからデ=¶夕を人力できる

ようにLたもグ)である‖

三i三な斗十1ミを次に述べる(⊃

(1)すンライン システムである｡

(2)他力旅‾fモ1ミ､子比ブJ仰ナさ1リ之び問診1iは,鵬エー呈を必要とL

乙･いため職員を拉小l社ミにL道川できるシステムである｡

(3)榊一千法粍イたデータは,付属の人ソJ立;占;末梢から帆F‾i‾i一に人力

できるシステムである(つ

(4)フォローーアリプ､柄雁化び仕り吾雁の符押が芹城に子寸ない

柑るシステムである｡

×2 ×4

ヂニタ収集装置臼手痛ぢ:叩I18K語

l

回線接続装置

l
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オンライン機署旨構成図
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注:×′ノは,台数を示す

神経一情幸艮処王里システム

神経インパルスを計測L､f揃の刺作梓鮒巨を数削ヒしてとJ〕

え.ようとするり三験､仰′先に刷川するシステムを開発し,肘11

人工､ア‥J之びれハ▲J去人′､if二に納入Lた｡.

二のシステムは,インパルスの発′‡叶川川川棚,発′-1一三埠対空,

仙川絹二続帖け,=之び′卜休刺激とJ上応と叫姓J辿､すなわち刺激Lじ

御川j,刺激前校の発_′卜卿性をすべてFi;J処押し,`･い'一計獅筏

にはこれ⊥て)幣即Lたデータを人力L,統.汁処押することによ

って,十こ槻札Il▲つ多子ヤネルのインパルスを川帖処才一‡ける

ことが‾=川旨なものである(つ

アナログ披けラの人ノJは,碓氷ビおりA-D変枚をL,川間Ⅰ‡しj

致,ノJH算､lり壬J,脚】J.1iヒスグラム計州を行なえる｡また綬処即

として微分,柿分,スムージング,周波数スペクトルなどの

プロ グラムがある〔〕

由麗弓 l

- こ
-｡トー

トサー

.･〔ト.州鮭
肝爪γ`′1凄

1∴聯

神経情報処理シ

ステム

臨床検査用入力端末

従水の臨席検_奄システムの問題点を追求L,二王-こに入力端末

器に卜分な検討を加え,新しい臨床検禿システムを問ヲ芭Lた｡

すなわち,ノ乏什端末に才jいてほ,(1)千乃きのiウミラ二を含む恕名‾

偶作の什軌人力可能,(2)多項目選択が答坊な機純の偉人,(3)

;;ノ己み】■11し慌能の什加があり,‾如に検_す≠端心二おいては(1)検体

減別仁i号の【′一利～十1九(2)検_侭ノ史び技師カーート､のや人､(3)付絹

プリンタの採川などの柑1主をもっている‖ ニれらの端末をシ

ステムに採り人れた臨†1こ伶ナ巨システムをi;り発Lた｡このシス

テムにより,i･りモノi二を含むワ一-クシーーートノ之び結果報てキ.1ミニを作成

することができた｡二れにより,従来にない操作惟,汁L川作

に似れ,且つ仁捕り空の.ミtい､臨J人件侭システムが叶能となった〔､

サ■■■■ニ

試作臨床検査システム

破

㌦
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心疾患のプログラム診t析

電子計算機に診断能力を備えさせ,それによって医弟の診

断時に,病名鑑別の肋けをさサる目的で開発されたのがプロ

グラム診断である｡プログラム診断の思想は,診断における

医師の認識過程をバラバラに分解し,それを電子計算機で代

行させるように再構成しようとするものである｡いわゆる計

量診断では,ベイズ決定論など統計的な決定論埠でアルゴリ

ズムが作成されているが,プログラム診断では,医師の経験

に巷づく診断論理を出発点とし､これをデータが収集される

に従って逐次改善してゆく樗糾1てJ方式を採用している｡

現在開発されているアルゴリズムは,循環器心疾患を対象

とし,Ⅹ線写真,心電図,心#図,心力テーテル検茶所見を

人力データとしている｡二れら人力デ【タは,臨床の医帥が

記入するのに抵抗がなく,且つ安易に電子計算機に入力でき

るようにくふうされたフォーマット化された臨床かレテ記録

である｡電子計算機のアルゴリズムは,前述の各検禿ごとに

医帥の‾.一丁き下ろしたブール則で表現された論理を,ディシジ

ョン テーブルに変換した論理表とのマッチング判定部と,そ

れらの検束結果を加黍平均する総合判定部との2段階のマッ

チング椛成より成る｡未知恩布の診断時には,医師と電子計

第機は共に診断を下し,電子計算機は疑わLい病名を,疑わ

しさの点数とともに出力し,医抑は各疾患について,電子計

算機の判断の,言論理的根拠を問い合わせ川力させることができる｡

約300余例の臨床データを用し､て,電子計賃機診断編理の適

中率を調べたところ,28椛類の心疾患を対象とLて,約84%

が真の病名が疑わLさの第3位までに入る好結果を得た｡

学習指;導システムCGlの開発

学習指導システムCGl(Computer GuidedInstruction)は

通常教師が実施している個別学習指導の一部を電子計算機に

よって代行しようというもので,具体的には,問題に対する

回答などの学習データを,主としてバッチ処理で各学習者別

に分析･評価し,その結果を学習者個人に直接フィードバッ

クして,個別学習指導を徹底して行なおうとし､う方式である｡

この方式は,学校教育∴由信教育,放送大学などで,視聴覚機

器や印刷物による学習Lかできない場合など,特に一方通行

的な教育の欠点を補う手段として大きなメリ､ソトが期待され

る｡CGIシステムに利柑されているソフトウエアEDIOS

(EducationalDataInput Output Subroutines)は,集団‡実業

による利用を対象としたもので,プ

ログラム記述言語としてFORT

RANを用いている｡二れを利用

する教師は,特にFORTRANプ

ログラミングの知識がなくても,

用益ミされているサブルーチンを

組み合わせることにより,学習

プログラムの記述ができる｡更

にユーザーが自分で必要なサブ

ルーチンを追加することも可能

である｡

学習指導システム(CGl)

プロセスのi売れ図
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学皇考

カラー静止画及び漢字による情報サービス

を行なう映像･情報システム

テレビ受像機とけん盤とから成る端末を,同軸ケーブルを

介してセンタの電子計算機に接続L,端末からの要求に応じ

て,静止F山j條による会話形土℃の情報サービスを行なう映像情

報システムをr那己した｡このシステムは,従来の放送など 一

方向サービスに対して､リクエスト形式の双方向サービスを

可能にするもので放免 娯軋 医療,買物案内など祁垂サー

ビスに広い過用が考えられる()二のシステムの構成を図にホ

す.〕

このシステムは,実験用として開発したものであるが､経

掃的実作㍗肘二ついてもート分な考慮を払っている｡主要な開発

項目及び持主主は二大のとおI)である｡

(1)2子?のミニコンビュータ(HITAClO)を使った複合計算

機構成のシステムを実現し,計算機システムのコストを低減

した｡この構成で,250人に同時サービス可能な性能をもつ｡

(2)サ【ビスプログラムを記述するための簡便な専用言語と,

応答性を串祝した専用の制御ソフトウェアを開発し,前記各

椎の会話形サービスを容易に実施可能にした｡

(3)標畔のカラーテレビ′受像機と小形磁気ディスクを使用す

る簡易な映條端末を開発した｡1台の小形磁気ディスクを,

フレ≠ム メモリ及び漢字パターン記憶用メモリとして共用す

ることによI),カラー静止画と漢字の重畳表示を可能にし,

日本‾丈の扱える汎用端末を実現した｡

同軸ケーブル(画像十文字)

映像端末装置

映像情報システムの構成




